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 望まない性行為による被害は、日本だけでなく海外でも問題となっています。性犯罪をめぐる法整備

が先行するスウェーデンでは２０１８年、刑法が改正され、自発的に参加していない性行為を「レイプ

罪」に問えるようになります。１月に来日したスウェーデン司法省上級顧問のビベカ・ロングさんに、

刑法改正に至る経緯やレイプ罪の考え方を聞きます。 

 

 

 

 

 

地球温暖化対策の国際ルール「パリ協定」が今年スタートし、日本など参加国は

二酸化炭素（ＣＯ２）など温室効果ガスのさらなる排出削減が求められています。

ＣＯ２削減といえば企業活動やエネルギー政策に焦点が当たりがちですが、食料や

交通手段など、私たちのライフスタイルを見直すことでも削減につながります。家

庭でどんなことができるのかを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

  

 せきや発熱などの症状を自覚すると、多くの人は「仕事を休めない」と不安になりがちです。最近で

は新型コロナウイルスの感染拡大が伝えられ、なおさら「早く病院に行かねば」と焦りが募るかもしれ

ません。そんな中、「病気は社会が引き起こす インフルエンザ大流行のワケ」を昨年刊行した医師の木

村知（とも）さん（５１）は「そんな風潮が感染症を流行させる」と警鐘を鳴らしています。 

 

 

 

 

 

  

パソコンの操作に欠かせないのがキーボードです。手元を見ないでスムーズに文字

を打てるようになったら、パソコンを使うのがきっと楽しくなるはずです。シニア向

けのパソコン教室を開講している富士通オープンカレッジ上野校（東京都台東区）の

篠良子校長に、上達する方法を教えてもらいます。 

 

 

 

 

 

スウェーデンの性犯罪めぐる刑法改正   

くらしナビ面 １１日（火） 

 

ライフスタイル見直しで CO２削減に     

   くらしナビ面 １２日（水） 

感染症と社会 

 

夕刊特集ワイド １２日（水） 

 

キーボード入力上達法 

くらしナビ面 １３日（木） 

       



 

 

 

 

 

  

 英国が１月末、欧州連合（ＥＵ）を離脱しました。ＥＵから加盟国が離脱するのは初めてのことです。

離脱は、英国やＥＵ主要国に今後何をもたらすのか。英オックスフォード大のティモシー・ガートン・

アッシュ教授、仏国際関係戦略研究所のオリビエ・ドフランス研究部長、独フンボルト大英国研究セン

ターのゲアハルト・ダンネマン教授に聞きました。 

 

 

 

 

  

花粉症の人には、つらい季節がやってきました。日本気象協会によると、今年の花

粉飛散量は例年より少ない地域が多い見込みですが、症状が出る前に早めの対策を心

がけたいところです。体調管理の基本は規則正しい生活やバランスのよい食事ですが、

腸内環境を整えることが免疫力を高めるポイントとなります。管理栄養士の板橋瑠美

さんに、腸内環境を整えるレシピを紹介してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 東京五輪・パラリンピック組織委員会と東京都は１５日、五輪の聖火リレーのリハーサルを

都内３カ所（羽村、国分寺、八王子市）で実施します。スタートを練習するほか、清流沿いの

遊歩道で車両隊列を伴わない走行も試す予定です。五輪の聖火リレーは３月２６日に福島県を

出発し、１２１日間で４７都道府県を巡ります。いよいよ五輪ムードが高まってきそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全盲や弱視の人、四肢まひの人、健常者ら多様なメンバーが文字起こし会社「ブラ

インドライターズ」を起業しました。お互いの違いを認め合いながら、それぞれのペ

ースとやり方で「顧客の要望に応えるプロ集団」として活動しています。中心メンバ

ーの一人、小林直美さん（４６）のモットーは「とにかくやってみる」。その日常に

「伴走」します。 

 

 

 

 

※ 都合によっては掲載日や内容を変更することがあります。 

花粉症に負けない体を作るレシピ 

くらしナビ面 １５日（土） 

 

東京五輪聖火リレーリハーサル 

夕刊特集ワイド １５日（土）、社会面など １６日（日） 

平和企画「君は聖火を見たか～五輪と平和」 

社会面 ２９日（月） 

 

論点 ブレグジット後の課題  

オピニオン面 １４日（金） 

 

「ブラインドライターズ」 

１面、Sストーリー １６日（日） 

       


